
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級（学年１クラスのため、すべて学級で実践） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前にとったアンケートの結果を基に、楽しい遠足にするためには、友達とどのように関われ

ばよいか考え、自己目標を立てる。 

「バスの中集会」を行うことにし、学級会で、プログラムと役割分担を決定する。役割を生活

班で担当するようにし、同じ班のメンバーと関わる機会を増やす。 

秋の遠足 

・グループ活動の時間が充分にあり、協力して

活動したり、友達への思いやりの気持ちをも

って関わったりすることを学ぶ機会である。 

・自分の言動が相手を傷つけていること

に気付いていない児童が多い。 

・グループ活動に不安をもっている児童

がいる。 

友達への思いやりの気持ちをもち、 

友達とよりよく関わろうとする姿 

・親切、思いやり  

・よりよい学校生活、

集団生活の充実 

 

  

         

    

育
て
た
い 

資
質
・
能
力 

ね
ら
い
や
特
徴 

学
級
の
課
題 

育
て
た
い 

児
童
の
姿 

人間関係形成 
よりよい人間関係を育むための

思考力・判断力・表現力 

 
社会参画 

自己実現 

よりよい生活をつくろうとする態度 

 

目標を設定し、目標に向かう力 

自
覚
を
図
る 

道
徳
的
価
値 

(5) 【実践事例Ⅱ】 第４学年「秋の遠足」前後の学習過程の工夫 

ア 全体計画 

 

 

 

学級活動(1) 

・自己目標について自己評価をする。 

・「Ｉあい活動」において、自他の言動のよ

さを見付け合う。 

 

学級活動(2) 

ショート 

資料を読み、「親切、思いやり」について考

える。 

 

自己目標を意識して行動する。 

・自己目標について振り返り、自己目標を設定し直す。 

・「Ｉあい活動」において、自他の言動のよさを見付け合う。 

 

道徳科 

ショート 

学校行事 

学
校 

行
事 
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「秋の遠足を楽しくする作戦」 ウ 望ましい人間関係の形成 

 

日常生活での友達との関わり方を振り返り、よりよいコミュニケーションをとることで、友達との関係

がよくなることに気付き、自分なりのめあてを考え、実践につなげることができる。 

(集団の一員としての思考・判断・実践) 

  

遠足について、児童アンケート①を実施しました。(対象児童：35名) 

遠足で楽しみなことについてのアンケート結果は、

図１のとおりです。１番楽しみなこととして、「友達

と遊ぶ」と20名、「友達と弁当を食べる」と７名が挙

げており、友達と一緒に過ごすことを楽しみにしてい

ることが分かります。 

また、遠足で心配なことについては、23名が「同じ

グループの友達」と挙げており、その理由としては

「自分勝手な人がいるから」「けんかをすると楽しく

ないから」「仲間外れにされるかもしれないから」な

どの記述があり、友達との関係について不安や不満

をもっている児童が多いことが分かりました。 

そこで、児童の記述にあった不快感をもっている言

動のリストをつくり、「されたことがあること、見たこ

とがあること」に〇をつける形式で、児童アンケート

②をとりました。結果は図２の通りです。「悪口を言

う」「文句を言う」「こそこそ言う」など好まれない関

わりが多いという課題が明らかになりました。そのた

め、学級で見られる好まれない関わり方を「友達が『い

やだ』と感じる行動リスト」としてまとめ、授業の中

で知らせることにしました。 

 

 

 

 

 

「Ｉあい活動」の記述を基に、自他の日常の言動を振り返り、自分の成長を実感し、課題や目標

に目を向け、よりよい言動を考える。 

道徳科 

イ 授業の実際  

 

           の実際 学級活動(2) ショート 

図１ 遠足で楽しみなことについてのアンケ

ート結果 

29

27

27

26

20

17

15

12

0 10 20 30 40

悪口を言う

文句を言う

こそこそ言う

にらむ

エーッと言う

自分勝手な行動をする

無視をする

仲間はずれにする

図２ されたこと、見たことがあることの 
アンケート結果 

 

 

事前調査 

ねらい 

題材 
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過
程 

学習活動 

※    …児童の発言     …教師の発言 教師の働き掛け（〇） 

 

つ
か
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
ぐ
る 

 

１ 遠足アンケート（「楽しみなこと」・「不安なこと」）の結果に

ついて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 友達が「いやだ」と感じているのはどんな行動か、その行動

をされるとどう感じるか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「楽しみなこと」「不安なこ

と」の回答が多かったもの

を、クイズ形式で予想させま

した。 

〇「楽しみなこと」の１位、２

位が「友達と遊ぶ」「友達と

弁当を食べる」、「不安なこ

と」の１位が「同じグループ

の友達」であるという事実か

ら、友達との関係がよくなれ

ば、遠足はとても楽しくなる

ことに気付かせました。 

 

 

 

 

 

〇事前アンケートを基に、「友

達が『いやだ』と感じている

行動リスト」を、空欄を入れ

て掲示し、空欄に入る行動を

考えさせました。 

 

〇「友達が『いやだ』と感じて

いる行動」を「ちくちくコミ

ュニケーション」とネーミン

グし、授業後に掲示できるよ

うにまとめました。 

 

〇「ちくちくコミュニケーショ

ン」の一つ一つをされたとき

の気持ちを発表させ、「ちく

ちくコミュニケーション」が

友達の気持ちを傷付けてい

ることに気付かせていきま

した。 

。  

楽しみなことの１位は何で
しょう。 

友達と遊ぶこと！ 

不安なことの１位は何
でしょう。 

誰と同じグループに

なるか。 

楽しみなことも不安なことも
友達のことですね。 

本時のめあて     遠足を楽しくする作戦を考えよう！ 

 

「エーッと言う」を嫌と
思っている人がいるよう
です。言われたことあり
ますか。 

「あります。」 

言われたらどう思
いますか。 

だめだと言われている感じ

がして、自信がなくなって

しまいます。 

友達が『いやだ』と感じている行動リスト 

 

 

 

エーッと言う          

自分勝手なことをする       

むしをする           

展開 
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見
付
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 「ちくちくコミュニケーション」がどうしてなくならないか、

このまま続くとどうなるか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 友達との関わり方をよくするためには、どうすればよいか考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯「ちくちくコミュニケーショ

ン」は友達を嫌な気持ちにさ

せていることを確認した上

で、それでもなくならないの

はなぜかを尋ね、周囲の友達

の目を気にしたり意識が足

りなかったりする自分自身

の関わり方について考えさ

せました。 

 

 

◯このまま続くと人間関係が

悪くなることを感じ取らせ、

変わらなくてはならないと

いう内発動機付けとしまし

た。 

 

 

 

 

 

◯「ちくちくコミュニケーショ

ン」の反対の行動を考えるこ

とをヒントとして、考えさせ

ていきました。 

 

◯「ぽかぽかコミュニケーショ

ン」を授業後に掲示できるよ

うにまとめました。 

 

◯会話を交わす度に、取りや

すいところにボールを投

げ合うことで、「ぽかぽか

コミュニケーション」の様

子を可視化し、イメージを

もたせました。コミュニケ

ーションには相手がおり、

相手の気持ちを考える必

要があることを強調しま

した。 

 

相手がつらい思いを
しているのに、どう
してなくならないの
でしょうか。 

注意しようと思っても、言

い返されるかもしれないと

思うと言えなくなってしま

います。 

友達が言っている

と、つられて言って

しまっています。 

このまま続くと、ど
うなりますか。 

仲がどんどん悪くなって、いじ

めが起きるかもしれません。 

けんかがひどくなる

と思います。 

T1 どこから行く？ 

T2 ２階からどがん？ 

T1 よかよ。 

T2 みんな、いい？ 

Ｃ いいよ。みんなで行こう。 

T2 みんなの行きたいところ 

を順番に行こうね。 

相手が言ったことに、すぐに「エ

ーッ」って言ったり、文句を言っ

たりして関係が悪くなっているか

ら、１回ちゃんと相手のことを受

け入れてから、それから話すよう

にするといいと思います。 

本学級の児童の多くに当てはまる課
題と考え、遠足の前に計画されてい
る道徳科の内容と関連させて取り扱
うことにしました。 
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実
行
す
る 

「Iあい活動」の説明［ショート：帰りの会］ 

◯「Ｉあい活動」の説明を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯見つけた「ぽかぽかコミュニ

ケーション」と自分の気持ち

を「Ｉメッセージ」として付

箋（「Ｉメッセージカード」）

に書くようにさせました。 

 

◯イメージをもたせるために、

「Ｉメッセージカード」の例

を示しました。 

 

◯遠足のグループを生活班で

組むこととし、生活の中で互

いの「ぽかぽかコミュニケー

ション」を見付け合い、認め

合えるようにしました。「Ｉ

メッセージカード」は書き溜

めて、遠足の次の日に交換す

るようにしました。 

５ 自己目標を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯遠足までの期間も上達期

間として取り組むことを

伝え、「できたかどうか分

かる目標」「できていない

ことで、できそうな目標」

というポイントを示し目

標を決めさせました。 

 

学級活動(2)「秋の遠足を楽しくする作戦」の板書 

悪口やもんくを言わない  

で、ぽかぽか言葉を 1日に

10 回言おう。 

 

 

 

 

同じ班の友達３名の「ぽ

かぽかコミュニケーショ

ン」を見付けましょう。

「バスの中集会」の準備

をするときや授業中の話

合いなど、いろんな場で

見付けられそうですね。 

「Ｉメッセージカード」の書き方の説明プレゼンスライド 
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◯「Ｉメッセージカード」を書く。 

 （遠足までの期間１週間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯「Ｉメッセージカード」を書

く時間に、担任と級外担当の

２名で机間巡視を行い、書き

方が分からずにいる児童を

支援しました。 

◯同じグループの友達に順番

に書くというルールを作り、

班のメンバー全員に目が向

くようにしました。 

 

 

 

   

  相手の気持ちを受け入れる【内容項目Ｂ－(７)親切、思いやり】  

 

  「温かい言葉」（出典 学研） 

 

 親切な行為を断られても、腹を立てずに謝り励ますお兄さんの姿を見た主人公の気持ちを捉え、相手の

状況や気持ちを受け入れ思いやりのある言葉を返すことの大切さに気付くことができる。 

 

 

段
階 

学習活動 

主な手立て(◆) 

教師の説明や発問(〇) 児童の発言(・)  

   …教材ととらえる児童の発言 

…研究の視点と関わる教師の発問 

導
入 

１ 「相手を受け入れる」とはどうする

ことか考える。 

◆掲示している「ぽかぽかコミュニケ

ーション」を示し、「ぽかぽかコミュ

ニケーション」の１つとして、「相手

を受け入れる」を決めたときのこと

を想起させました。 

 

 

２ 「温かい言葉」を読み、話し合う。 

◆『ぼく』の男の子に対する気持ちを

考えさせ、気になるが行動できずに

いる『ぼく』の気持ちに同化させよ

うとしました。 

 

・「いいよ」と聞くこと。 

・最後まで聞くこと。 

・知らんふりせずに相手の方を向くこと。 

・文句を言わないこと。 

・「うん」って言いながら聞くこと。 

 

 

 

〇汗をかきながら階段を上る男の子を見て、『ぼく』は

どのように思ったでしょう。 

・助けてあげたいな。 

・声を掛けたいけど、勇気がないな。 

〇「通り過ぎていく人たちを見て、『ぼく』はどう思っ 

児童が書いた「Ｉメッセージカード」 

 の実際 道徳科 

教材名 

ねらい 

主題名 

。 

 

「相手を受け入れる」とはどうすることでしょうか。 

「相手を受け入れる」ぽかぽかコミュニケーションについて考えよう 

展開 

「ナイスシュー」

って言われてうれ

しかったな。 
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◆『ぼく』の目を通して、通行人の「ち

くちく」の状態を明らかにし、その

状態はよくないことを意識できる

ようにしました。 

 

 

◆お兄さんの言葉、『ぼく』の気持ちを

考えさせることで、『ぼく』がお兄さ

んに好感をもっていることを押さ

えました。 

 

 

 

 

 

◆『ぼく』の気持ちを考えさせること

で、男の子の言葉に『ぼく』が納得

できずにいることを押さえました。 

 

 

【書く活動①】 

◆お兄さんの言葉、『ぼく』の気持ちを

考えさせることで、お兄さんの言葉

にある温かさに気付かせました。 

 

◆お兄さんが、男の子の気持ちを思い

やって、謝っていることに気付くよ

うに、児童の発言内容を聞いて、考

えを深める発問を重ねていきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

◆男の子の気持ちを受け入れて「ごめ

んね」と声をかけているお兄さんの

姿から、「相手を受け入れる」という

ことを考えさせました。 

 

たでしょう。 

・周りの人は、知らんふりして冷たいな。 

・何かしてあげたいと思わないのかな。 

〇お兄さんはなんと声を掛けたでしょう。 

・大丈夫？ ・きつくない？ 

・一緒に上ろう。 ・上るのを手伝おうか。 

〇お兄さんの言葉を聞いて、『ぼく』はどう思ったでし

ょう。 

・お兄さんが声を掛けてくれてよかったな。 

・お兄さんは優しい人だな。 

・知らんふりしていた他の人とちがうな。 

・温かい人間の目をもってるな。 

・ぼくは、なんで助けられなかったんだろう。 

◯男の子はなんて返事をしただろう。 

・ありがとう。 

◯男の子の言葉を聞いて、『ぼく』はなんて思っただろ

う。 

・えっ、そんなことを言ったら傷つくよ。 

・ひどいよ。 

・せっかく声をかけてくれたのに。 

◯お兄さんの言葉を聞いて、『ぼく』はどう思ったでし

ょう。 

・なんで謝るの？ 

◯みんななら、どう思いますか。 

・迷惑かけたのかな。・強く言うなんて失礼だな。 

◯お兄さんをどう思いますか。 

・優しい。・とっても優しい人。 

 

 

・頑張ってね、一人でえらいね。 

・本当に大丈夫かな。 

・無茶しないで。 

・早く治るといいね。 

 

 

・一人で頑張りたい気持ち。 

・歩く練習を頑張りたい気持ち。 

 

・お兄さんみたいに優しくすること。 

・文句を言わずに相手のことを考えること。 

・ごめんねって言えること。 

 

では、優しいお兄さんは、男の子にどう思っているの

でしょうか。 

お兄さんは、男の子のどんな気持ちに気付いたのでし

ょうか。 

「相手を受け入れる」とはどうすることでしょうか。 
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３ 「ぽかぽかコミュニケーション『相

手を受け入れる』」について考える。 

 【書く活動②】 

◆本時の板書を振り返りながら、「強

い言い方をされたとき(お兄さんの

立場)」「強い言い方をしてしまった

とき(男の子の立場）」「強く言いそう

になったとき」という視点を与えま

した。 

４ 「やわらかなまっすぐ」の範読を聞

く。 

◆「やわらかなまっすぐ」の詞に込め

られた願いを感じさせ、今後の実践

意欲につなげようとしました。 

 

 

 

・強い言い方をしてしまったら、「ごめんね」と言うよ

うにしたいです。 

・強い言い方をされたときに、何でそんな風に言った

のかを考えます。 

・強い言い方をしてしまったときは、心を入れ替えて

言わないようにしたいです。 

・相手の気持ちを考えて、優しい言葉を使うようにし

たいです。…他３名発言… 

◯藤川幸之助さんの「やわらななまっすぐ」を聞いてく

ださい。 

 

 

  

 

 

 

 

「Ｉあい活動 パート２へ」 

 

遠足までの「ぽかぽかコミュニケーション」を振り返り、よかったところを認め合い、次の目標を決め

ることができる。 

 

学習活動 

※    …児童の発言     …教師の発言 
教師の働き掛け 

１ グループで「Ｉメッセージ

カード」を紹介し合う。 

 

 

 

◯よく気付いている児童の「Ｉメッセージカ

ード」を紹介し、友達を認めることができて

いることを、児童とともに称賛する。 

 

 

「相手を受け入れる」ことをできるようにするため

に、気を付けたいことはどんなことですか。 

                 の実際 ショート 

。  

題材 

ねらい 

遠足ではぐれたとき、探してく

れてありがとう。とっても優し

かったです。 

学級活動(2) 

道徳科「相手の気持ちを受け入れる」の板書 
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２ 遠足までの自己目標を振り返り、次の目標を自己決 

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「Ｉあい活動パート２」の説明を聞く。 

 

 

 

 

 

 

◯１週目を振り返らせ、目標を達成できた児

童は次の目標を立てるように、達成できな

かった児童は目標を再考するように伝えま

した。 

◯児童の道徳科ワークシートの記述をプレゼ

ンスライドで示し、学級の中に前向きに取

り組もうとしている児童が多いことを称賛

し、児童の意欲を喚起しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯よく書いている児童の「Ｉメッセージカー

ド」(黄色)、ありがとうカード(水色)を紹介

しました。また、級外担当からクラスへの

「Ｉメッセージカード」を掲示し、承認の場

としました(ピンク)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯「Ｉメッセージカード」を渡したら学級目標

にシールを貼る活動を取り入れ、児童の意

欲を喚起しました。 

  

 

みんなが頑張ろうとしてい
るのでうれしいです。先生
も応援しています。４の◯
みんなでつくった「ぽかぽ
かコミュニケーション」を
見て、「できていないこと
で、できそうな目標」を
決めようね。 

「ぽかぽかコミュニケーション」目標カード 

「Ｉメッセージカード」紹介の掲示 

 

 

①自分の振り返りをする。（◎ ◯ △→コメント） 

②クラスの友達に「I メッセージカード」を書いて

渡す。 

③学級目標「りいだあ」にシールを貼る。 

※「Ｉメッセージカード」をもらった人は「ありが

とうカード」を書く。 

「Iあい活動パート２の進め方」 

シールで埋めた学級目標「りいだあ」 

児童に示したプレゼンスライド 
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  大切にしたい「ぽかぽかコミュニケーション」【内容項目Ｃ－(16)よりよい学校生活、集団生活の充実】  

 

  遠足前後の「Ｉメッセージカード」 

 

 自分の言動が、自他の学校生活を楽しくする要因の一つであることに気付き、友達の気持ちを考え、よ

りよい関わり合いをしようとする気持ちをもつことができる。 

 

 

段
階 

学習活動 

主な手立て(◆) 

教師の説明や発問(〇) 児童の発言(・)  

   …教材と捉える児童の発言や記述 

…研究の視点と関わる教師の発言 

導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開 

１ 学級活動（２）や道徳科の授

業を振り返り、「ぽかぽかコミュ

ニケーション」を想起する。 

 

◆学級活動(2)で取り組んだ個

人目標を達成した児童の振り

返りを電子黒板で見せ、「ぽか

ぽかコミュニケーション」の

よさを感じさせました。 

 

◆「ぽかぽかコミュニケーショ

ン」が増えることによるよい

変化を想像させ、「ぽかぽかコ

ミュニケーション」を増やし

たいという気持ちを喚起しま

した。 

 

 

 

２ 「Ｉメッセージカード」を読

んで話し合う。 

◆増やしたい「ぽかぽかコミュ

ニケーション」について書か

れている「Ｉメッセージカー

ド」を選んで、ワークシートに

まとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・優しい言葉を使う ・あやまるとけんかが減る 

・相手の気持ちに合った言葉を使う 

 

 

・みんなが楽しくなる。  ・クラスが楽しくなる。 

・ぽかぽかが増える。 ・自分も友達も楽しくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いいと思います。 

 

  の実際 道徳科 

教材名 

ねらい 

主題名 

。 

 

自己目標を達成した日に書いた友達のコメントを紹介しま

す。この３人の友達のコメントに、目標達成のヒントがあ

ります。どんなことでしょうか。 

・やさしい言葉を言ったら笑顔を返してくれたから、増や

したい。 

・相手にあやまったらにこっと笑ってくれて、こっちもぽ

かぽかになりました。 

・相手の気持ちに合った言葉を言うと、けんかの数もへる

ことが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぽかぽかコミュニケーション」が増えると、どうなりま

すか。 

自分も友達もクラスもぽかぽかになるように、４の◯「ぽかコミュポイント」をつくろう 

 

９枚の「Ｉメッセージカード」があります。好きなものを

選んで、その理由と「Ｉ1 メッセージカード」に隠れてい

る「ぽかぽかコミュニケーション」を見付けてください。

みんなが見付けてくれたものを「４の◯ぽかコミュポイン

トとしてまとめたいと思いますが、どうですか。 

 

 

 

 

 

 

 

展開 
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◆①の「Ｉメッセージカード」を

例に挙げ、「選んだカードを読

むとどんな気持ちになるの

か」を伝え、「ぽかコミュポイ

ント」を考えさせました。 

 

(1)   一人でタイム 

◆個人で「Ｉメッセージカード」

を読ませ、「選んだ理由」と「ぽ

かコミュポイント」を記録す

る時間を取りました。そのと

き、次の順番で進めるように

指示を出しました。 

【書く活動1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆活動が滞っている児童と一緒

に「Ｉメッセージ」を読み、ど

れが好きか、それはどうして

かを聞き取り、記録させまし

た。 

 

(2)   ペアタイム 

◆全員に自分がいいなと思った

「Ｉメッセージ」を伝える機会 

  を与えるとともに、隣の友達

の「Ｉメッセージ」についての

考えを聞く機会としました。 

 

(3)   みんなでタイム 

◆選んだ「Ｉメッセージ」とその

理由を発表させ、「Ｉメッセー

ジ」の文章にある「友達への思

いやり」や「日常の学級生活を

 

 

 

 

 

 

・なぐさめる 

・「ありがとう」の気持ちを伝える 

・恩返しをする 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…ペアタイム… 

◯選んだ「Ｉメッセージ」とその理由  

を教えてください。 

・③番を選びました。相手の気持ち

を考えて、優しく注意しているの

がいいと思ったからです。 

先生が選んだのは１番です。泣いているときって余裕がな

くなるのに、この友達は、ちゃんとお礼を言って、次は自

分が助けると言っていて、優しいと思ったからです。「ぽ

かコミュポイント」になりそうなものはありますか。 

①全部の「Ｉメッセージ」を読

んで、いいなと思った「Ｉメ

ッセージ」の番号に〇を付

け、「心に残ったのは」の欄に

番号を書く。 

②そのカードを選んだ理由と

選んだカードを読むとどん

気持ちになるかを「心に残っ

たのは」のところに文で書

く。 

③「ぽかコミュポイント」をさ

がして、メッセージの下の吹

き出しに書き込む。 

③選んだカード以外について、

「ぽかコミュポイント」を見

付ける。 

 

児童に配布したワークシート 

①ぼくが泣いているとき

に、なぐさめてくれてあり

がとう。今度は、ぼくが助

けるね。  

 

③私がしゃべっているとき

に、「しゃべっちゃだめだ

よ」とやさしく言ってくれた

ことがうれしかったよ。 

 

 

平成28年度　小学校特別活動

佐賀県教育センター〔実践事例Ⅱ〕第４学年「秋の遠足」前後の学習過程の工夫-11



  

よりよくしようとする思い」

などの道徳的価値に気付かせ

ていきました。 

 

◆相手のことを考えての言動を

児童の言葉で「ポカコミュポ

イント」としてまとめること

で、今後の学校生活での意識

化を図りました。 

 

◆児童が発表した「ぽかコミュ

ポイント」を短冊に記録しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆掲示用にまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相手の気持ちを考える  ・優しく注意する 

 

 

・聞かない人もいる。 

・「注意を受け入れる」も「ぽかコミュポイント」にしていい

と思います。 

・注意されてうれしいってすごい。 

 

 

 

・６番がいいと思います。苦手なも

のを食べてるときとかに応援し

てもらったらうれしいからです。 

 

・応援する 

・がんばれって言う 

 

・⑧番がいいと思います。けんかし

た相手にありがとうと言ってい

るからです。 

・ぼくも⑧番がいいと思います。自

分からも謝っているし、またなか

よくしようと言っているのがいい

と思うからです。 

 

・自分から来てくれたから。 

・けんかしたときに自分から行くのは勇気がいるのに、自分

から行ったから。 

 

・けんかしたときも自分から行く 

…他５つの「Ｉメッセージ」について話合い… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぽかコミュポイント」は？ 

言われた人の気持ちを考えて、優しく注意するといいんだ

ね。そしたら、みんな注意を聞くんだね。 

、 

なるほど。「優しく注意する」と「注意を受け入れる」が

みんなできるようになると、ぽかぽかが増えそうですね。 

⑥給食の時間に、私が食

べているとき、「がんば

れ」と言ってくれてありがと

うございます。心が温かく

なりました。 

 

「ぽかコミュポイント」は？ 

⑧今日、ぼくとけんかした

とき、自分から来てくれて

ありがとう。よけい、あや

まりやすくなったよ。ぼく

からも「ごめんなさい。」ま

たなかよくしようね。 

 

 ありがとうと言ったのはなぜですか。 

「ぽかコミュポイント」は？ 

「学習活動(2)『Ｉメッセージカード』を読んで話し合う」までの板書 
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３ 自分への「Ｉメッセージ」を

書く。【書く活動２】 

◆自分を認め、応援するメッセ

ージを書くことで、自分のよ

さを実感させようとしまし

た。 

 

 

４ 学級に関わりの深い先生方か

らの「Ｉメッセージ」を読む。 

◆３名の先生からのメッセージ

を読み、先生たちからも応援

されていることを感じること

で、今後の生活への意欲を高

めようとしました。 

◯自分への「Ｉメッセージ」を書きましょう。 

・人が泣いているところを見たらなぐさめて、ありがとうの

気持ちは手紙ではなく、ことばで言いたいです。そして、

おん返しをしたいと思います。人から注意されたらごめん

ねと言うと、私は決めました。 

◯先生方から「Ｉメッセージ」が届いています。電子黒板で

映しますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学級活動(2)において、「秋の遠足を楽し

くしたい」という児童の共通の願いを前

面に出した上で、「友達との関わり方に不

満がある」という学級の課題を明らかに

し、課題を解決するための話合いを通し

て個人目標を立てたことは、児童の目標

達成の意欲の喚起、継続につながりまし

た。また、話し合って決めた学級の好まし

い友達との関わり方を「ぽかぽかコミュ

ニケーション」とネーミングしたことで、

学習過程全体を通して、児童が共通認識

の下、声を掛け合うことができました。 

◯遠足前の１週間を「ぽかぽかコミュニケ

ーション」の上達期間、遠足後の１週間を

生活への定着期間と捉え、毎日、自己目標

の振り返りをしたり自他の言動のよさを

見付け合わせたりしたことは、よりよい

友達との関わり方を継続して意識させる

ことに有効でした。 

◯「秋の遠足」の前日に、内容項目Ｂ－（７）

「親切・思いやり」の道徳科において、本

学級の課題を意識した授業を展開したこ

とで、友達との関わりの中で必要な思い

やりの気持ちについて考えるための布石と

「Ｉメッセージ」紹介プレゼンスライド 

ウ 授業を終えて 

 

 

図３ 「２分の１成人式」の記念品の封筒の表紙 
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なりました。 

◯「秋の遠足」の前後で「Ｉあい活動」の方法を変えたため、グループの友達からクラスの友達と、言動

のよさを見つける視野が広がり、様々な点でのよさを見付けることになりました。 

◯道徳科の授業で、一連の学習過程を振り返り、好ましい関わり方を行う際の気持ちを考えることで、自

己の成長に気付かせたり学級の高まりに目を向けさせたりすることができました。 

〇授業後も、生活の中で「それは、ぽかぽかコミュニケーションではないよ」と注意したり「ぽかコミュ

ポイントを使おう」と呼び掛けたりする児童の姿が見られました。図３は、「２分の１成人式」の記念品

を入れる封筒の表紙に貼ったものです。「Ｉメッセージカード」を渡した人、もらった人、それぞれを認

めながら、「ぽかぽかコミュニケーション」を学級内に浸透させていきました。 
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３日（月） ４日（火） ５日（水） ６日（木） ７日（金） 

     

１１日（火） １２日（水） １３日（木） 

遠足 

 

   

３日（月） ４日（火） ５日（水） ６日（木） ７日（金） 

     

1８日（火） 1９日（水） ２０日（木） ２１日（金） ２４日（月） 

     

     

３日（月） ４日（火） ５日（水） ６日（木） ７日（金） 

     

エ 資料 

 ぽかぽかコミュニケーション
をふやそう 

 ちくちくコミュニケーション
をなくそう 

１ 

２ 

自分の名前を記入させました。 

「秋の遠足」前の「学級活動(2)」で自己決定した目標を記入させました。 

「秋の遠足」後に、「秋の遠足」までを振り返らせ、次の目標を記入させました。 

◎ ◯ △で自己評価させました。 

◎ ◯ △で自己評価させました。 

◎ ◯ △で自己評価させました。 

振り返りの記述をさせました。 

振り返りの記述をさせました。 
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お兄さんの絵 

「
強
い
言
い
方
を
さ
れ
た
と
き
」「
強
い
言
い
方
を
し
た
と
き
」「
強

く
言
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き
」
と
い
う
三
つ
の
場
面
を
想
定
し
、
考

え
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
記
述
す
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
た
。 

お
兄
さ
ん
は
男
の
子
の
ど
ん
な
気
持
ち
に
気
付
い
た
の
か
を
尋
ね
る

補
助
質
問
を
行
い
、
記
述
さ
せ
ま
し
た
。 

お
兄
さ
ん
は
男
の
子
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
記
述
さ
せ

ま
し
た
。 
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